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身体の水、魂の生ける水
存在論的・黙想的考察――存在、エデンの四つの川、いのちの源であるキリスト

著者：Maru 810

1. 水――いのちの贈り物

成人の人体は、平均しておよそ50～60％が水で構成されています。水は血液循環や体温調節など、さまざまな生物学的
過程を支えています。この事実は、哲学的・霊的な黙想への入り口にもなります。

水そのものが神なのではなく、体内の水分の割合が信仰の深さを示すのでもありません。しかし水は、いのちが受け取
られ、養われ、感謝すべきものであることを思い起こさせる象徴となり得ます。トマス・アクィナスの哲学では、被造
物の存在は、すべての存在の源である神に依存しています。

2. エデンの四つの川――魂の旅

創世記2章10～14節は、エデンから流れ出る川がピション、ギホン、ティグリス、ユーフラテスの四つに分かれたと記
しています。黙想の方法「水を慕う鹿（RUSA MERINDUKAN
AIR）」では、この四つの川を、魂の四つの動き――受け取る、関わる、歩む、委ねる――の象徴として捉えます。

受け取るとは、いのちを贈り物として認めること。関わるとは、神と隣人に心を開くこと。歩むとは、日々の生活で神
の呼びかけに応えること。委ねるとは、人生を神の摂理に託すことです。これは黙想的な展開であり、エデンの川の地
理的意味についての文字どおりの解釈ではありません。

ハイデガーの「世界内存在」という考えは、人間が身体、関係、経験、行為を通して世界の中で生きることを理解する
助けとなります。

3. 身体と存在の経験

ガブリエル・マルセルは、存在の神秘と、その中に人間自身が参与していることを考察しました。身体の水分量は科学
的に測定できますが、人間のいのちは数字だけでは説明し尽くせません。人間は喜び、苦しみ、希望、憧れ、人生の意
味を問う人格です。

「人間は存在の神秘をただ観察するだけではない。人間自身がその神秘に参与している。」

注：これはマルセルの思想に基づく黙想的表現であり、本人の直接引用ではありません。

カール・ラーナーの神と恵みに対する人間の開かれたあり方についての神学も、考察を深めます。信仰の視点から、人
間は、いのちを贈り物として受け取り、神との交わりへ招かれていることを黙想できます。

4. 身体の水から「生ける水」へ

詩編の作者は、水のイメージによって神を慕う魂の渇きを表現します。

「涸れた谷に鹿が水を求めるように、神よ、わたしの魂はあなたを求める。」

̶ 詩編42編2節（意訳）

このイメージは、身体の必要と魂の憧れを結びつけます。しかし、生物学的な必要が神の存在を証明するという意味で
はありません。

「渇いている人はだれでも、わたしのところに来て飲みなさい。」

̶ ヨハネ7章37節（意訳）

イエスは人々をご自分のもとへ招きます。キリスト教信仰において、キリストは「生ける水」を黙想する中心であり、
聖霊の働きは神から与えられるいのちへと私たちを導きます。

5. 水を慕う鹿――魂の四つの動き

1. 受け取る――いのちを贈り物として認める。
2. 関わる――神と隣人との関係を育む。
3. 歩む――日々の生活で信仰を実践する。
4. 委ねる――歩み全体を神に託す。
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この四つの動きは、霊性の深さを測る数学的な公式ではありません。意識と感謝をもって生き、神に心を開くための招
きです。

一つの源 → 四つの川 → 魂の四つの動き → 源へ帰る。

6. 源へ帰る

アクィナスは存在を受け取るものとして黙想するよう促します。ハイデガーは世界との関わりの中にある人間を理解す
る助けとなり、マルセルは存在の神秘を深め、ラーナーは神へ開かれた人間について考える道を開きます。これらは哲
学的な支えであり、神の言葉に取って代わるものではありません。

身体の水は生物学的ないのちを支え、エデンの四つの川は黙想の旅を思い起こさせます。キリストの言葉は魂の憧れを
「生ける水」へと向けます。

源から、人生の旅を通って、再び源へ。

人間が源を所有できるからではありません。いのちを贈り物として受け取り、キリストの「来て飲みなさい」という招
きに応えることを学ぶからです。
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